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サニタリーボックスとは
　男性のなかには「サニタリーボックス」
という言葉を聞いたことがない人もい
るかもしれません。主に使用済みの生
理用品を捨てるボックスで、トイレの
個室の片隅に置かれています（写真１）。 

女子トイレに
は当たり前に
設置されてい
るのですが、
男子トイレで
見かけること
は今まではほ
とんどありま
せんでした。

 
男性トイレにもサニタリーボックスを！
　男子トイレには設置されることがほ
とんどなかったサニタリーボックスで
すが、最近は少しずつ設置されること
が増えてきています。そのきっかけの
一つは、情報番組
の司会も務められ
ていたフリーアナ
ウンサーの小倉智
昭さんからの発信
でした１）。小倉智昭
さんは、膀胱がん
の治療で膀胱を摘
出されました。そ
のため、ふとした

動作で尿が漏れることがあり、尿漏れ
パッドを付けた生活をされているそう
です。その小倉智昭さんが、男子トイ
レにはサニタリーボックスがなく、汚
れた尿漏れパッドを捨てる場所がなく
て困ると発信されました。

膀胱がんや前立腺がんの疾患数増加
　膀胱がん以外にも、前立腺がんが原
因で尿漏れパッドなどを使用される方
もいます。そのような膀胱がんや前立
腺がんに疾患される方は、図１に示す
とおり増えている傾向にあります２）。
他にも加齢により尿漏れパッドやおむ
つを使用される方もいるので、男性ト
イレへのサニタリーボックスのニーズ
は今後増えていくのではないでしょうか。
　そこで、（一社）日本トイレ協会で
尿漏れなどの排泄トラブルやサニタリー
ボックスに関する調査を行なったので、
紹介していきます。

排泄トラブルやサニタリーボックスに
関する調査について
調査概要
　調査はインターネット調査で、２回
行いました。
　１回目は 2022 年２月１日～２月22日
に、尿漏れパッドなどの使用実態を調
べるために、主に（一社）日本トイレ
協会の会員全般に対して行いました。
２回目は 2022 年６月18日～12月14日に、
排泄トラブルがある方の外出実態や外
出時の課題などを調べるために、（一社）
日本トイレ協会の他、がん患者関連団
体やオストメイト関連団体の排泄トラ
ブルを抱える当事者とその介助者に対
して行いました。有効回答者数は１回
目調査が 557 人（男性 336 人、女性 200
人、不明 21 人）、２回目調査が 265 人（男
性 144 人、女性 108 人、不明 13 人）です。
回答者の性年代を図２に示します。
 

調査結果
１.尿漏れパッドなどを使用する人の割合
　あくまでも（一社）日本トイレ協会
の会員を中心に行なった調査結果では
ありますが、１回目の調査回答者 557 
人のうち尿漏れパッドやおむつ、カテー
テルなどの吸収用具を使用している割
合は、男性 12.0 %、女性 16.0 ％でした。
その割合は図３に示すとおり年齢があ
がるほど増え、70代以上では27.1%の
人が使用していました。
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写真1　サニタリーボックス
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図１　膀胱がん、前立腺がんと診断される人数の推移 図３　吸収用具を使用している人の割合

図2　回答者の性年代
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２.外出への影響
　２回目の調査で、排泄トラブルを抱
える当事者・介助者に対して、排泄ト
ラブルを理由に外出を控えたことがあ
るかを尋ねました。その結果、図４に
示すとおり「よくある」との回答が男
性 8.6  %、女性 11.1 %、「ときどきある」
が男性 40.0 %、女性 42.6 %と、男女と
もに半数前後が外出を控えた経験があ
りました。
　そして、排泄トラブルがあることに
よる外出時の悩みで最も多かったのは、
図５に示すとおり「常にトイレを探す」
でした。次いで「外出できる場所が限
られる」、「排泄トラブルがあって楽し
めない」です。なかには「外出する意
欲がわかない」との回答もあり、その
割合は男性 14.1 ％、女性 12.5 ％でした。

３.�外出時における吸収用具
の使用

　２回目の調査で、外出
時に尿漏れパッドやおむ
つなどの吸収用具、ある
いはオストメイト用品を
使用しているかを尋ねる
と、「常に使用している」
が男性 48.6 %、女性 70.4 %
で、女性のほうが多い結
果でした。
　使用している人に対し
て用具の種類を尋ねた結
果を図６に示します。男
女ともに「軽度失禁パッ
ド・尿漏れパッド」が最
も多い結果でした（男性
55.8 %、女性 34.7 %）。また、

女性は生理用品やおりものシートを尿
漏れ対策にも使用している様子がうか
がえました。
 
４.吸収用具の使用で困っていること
　吸収用具の使用で外出時に困ってい
ることを、２回目の調査で尋ねました。
その困りごと上位７つを図７に示しま
す。男女で最も違いが出た困りごとは「用
具を捨てる場所がない」でした。女性
で「用具を捨てる場所がない」と答え
た人は 22.1 %でしたが、男性は 42 ポイ
ント多い 64.1 %で、男性の困りごとの
トップでした。
　小倉智昭さんの発信のとおり、この
アンケートからも男性トイレにサニタ
リーボックスがなくて困っている人が
いることが明らかになりました。

 
５.サニタリーボックスがない場合の対応
　トイレ個室内にサニタリーボックス
がない場合の対応方法を、２回目の調
査で尋ねました。その結果を図８に示
します。「自宅に持ち帰る」との回答
が最も多く男女合わせて 53.3 %。次い
で多かったのが「トイレ個室の外にあ
る、トイレ内のごみ箱に捨てる」でした。

なかには「個室内に置きっぱなし
にする」「便器に流す」という回
答もわずかですがみられ、処分に
困っている様子がうかがえます。

さいごに
　病気や加齢により、尿漏れパッ
ドやおむつを使用する人は増えて
きているのではないでしょうか。
困っている方が発信されることで

少しずつ男性トイレにもサニタリーボッ
クスを設置するところが増えてきてい
ますが、まだまだ一部のみの限定的な
設置にとどまっています。排泄は尊厳
にも関わる大切な行為です。尿漏れパッ
ドやおむつを使用される方が気にせず
外出できる環境を、これからも考えて
いきたいと思います。
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図４　外出を控えた経験

図５　外出時の悩み

図６　使用している吸収用具

図８　サニタリーボックスがない場合の対応

図７　困りごと
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